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UFT One ランタイム・エンジンについ
て

概要
UFT One ランタイム・エンジンを使用すると、UFT One IDE 全体をインストールす
ることなく、自身のコンピュータでUFT One テスト(GUI と API の両方)とビジネス・
プロセス・テストを実行できます。さらに、ランタイム・エンジンは、Run Results
Viewer、UFT One Add-in for ALM、サンプル・アプリケーション、ヘルプ・ドキュ
メントを伴わずにインストールすることもできます。そのため、コンピュータの貴重
なディスク領域を節約できます。
ランタイム・エンジンによるテストでは、いろいろな場所からテストにアクセスし、
実行できるため、UFT One インタフェースの起動やUFT One オプションの設定は不
要です。テストはバックグラウンドで実行されます。テスト終了時には、テストの結
果を表示できます。
ランタイム・エンジンの使用にあたって、UFT One の使用経験はほとんど必要ありま
せん。テストを編集したり、設定を変更したり、アプリケーションでUFT One を動作
させる方法を理解したりする必要はありません。必要なのは、テストの選択、実行、
実行結果の表示だけです。

対象シナリオ
ランタイム・エンジンは、次のようにさまざまなシナリオで使用できます。

ALMから
のテスト
とコン
ポーネン
トの実行

ALMのテスト・ラボ・モジュールからテスト実行をセットアップし、
ランタイム・エンジンを使用してこのテストをコンピュータで実行でき
ます。これにより、UFT One インタフェース(［アドインマネー
ジャ］ダイアログ・ボックスでのUFT One アドインのロードなど)の
操作を行わずにテストを実行できます。

オート
メーショ
ンからの
テストの
実行

ランタイム・エンジンでは、オートメーションからテストを実行できま
す。ランタイム・エンジンをインストールすると、テスト実行後にコン
ピュータのシステム・リソースが他のタスクに解放されるため、コン
ピュータのディスク領域を節約できます。
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Jenkins
プラグイ
ンによる
テストの
実行

ランタイム・エンジンは、ビルド・サーバ、つまりアプリケーションの
ビルドを実行するコンピュータにインストールできます。Jenkins プラ
グインを使用すると、UFT One テストをアプリケーションのビルド・
プロセスにおけるビルド後のアクションとして実行できます。
このコンピュータにインストールしたランタイム・エンジンでUFT
One テストを実行することにより、重要なアプリケーション・ビル
ド・タスクにシステム・リソースを解放できます。

外部の
UFT One
ツールに
よるテス
トの実行

ランタイム・エンジンをインストールすると、Test Batch Runner お
よびサイレント・テスト・ランナーなど、UFT One テストをローカル
で実行できる外部ツールを使用できます。これらのツールでは、開発中
のアプリケーションに対してローカルにテストを実行し、テスト実行後
すぐに結果を表示できます。
ランタイム・エンジンではテストを編集できないため、このバージョン
のUFT One インストールは、アプリケーションの開発者やQAエンジ
ニアが継続的に使用することができ、開発プロセスを通じてアプリケー
ションの定期的なテストを提供することができます。

ランタイム・エンジン設定のオプション
ランタイム・エンジンはさらに、完全なUFT One IDE としてすべてのUFT One アド
インをサポートします。そのため、サポート対象のどのテクノロジを使用するテスト
でも、ランタイム・エンジンを使用して実行できます。すべてのUFT One アドイン
に含まれるオブジェクトとメソッドは、すべてランタイム・エンジンで使用できま
す。
テスト実行の一環として、特定の実行環境オプションを設定できます。これらのオプ
ションは、［ランタイムエンジン設定］ダイアログ・ボックス(［スタート］＞［すべ
てのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro Focus UFT One］＞［Tools］＞
［Runtime Engine Settings］)で設定します。

アドイン ロードするアドインを指定します。

実行結果エ
クスポー
ト・オプ
ション

実行セッション後にランタイム・エンジンで実行結果から何をどのよ
うにエクスポートするかを指定します。

自動保存の
オプション

UFT One バージョン 2021 R1 以降: 開いているGUI テストのコ
ピーを数分ごとに自動保存するかどうかと、自動保存の間隔を指定で
きます。
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リモート接
続オプショ
ン

l 他のアプリケーションがこのコンピュータでランタイム・エンジ
ンを使用してテストを実行することを許可するかどうかを指定でき
ます。

l リモート・セッションが切断された後も、リモート・コンピュータ
でのテストの実行を継続するかどうかを指定できます。
l UFT One バージョン 2021 R1 以降:
RDP セッションがリモート・コンピュータから切断された後に
リモート・コンピュータで使用する解像度を指定します。

l UFT One バージョン 2022 以降:
［ポーリングで切断を検出］オプションを使用して、切断された
リモート・マシンでテストの実行に失敗した場合のポーリング頻
度を設定します。
このオプションにより、UFT One は切断イベント通知を待つの
ではなく、切断されたセッションを定期的に検出できます。ポー
リング頻度の範囲は 10～ 60 秒です。

注: これらのオプションを変更するには、UFT One ライセンスがイン
ストールされている必要があります。

実行オプ
ション

ランタイム・エンジンによるテストの実行方法を指定します。たとえ
ば、実行結果の形式、テスト実行後自動的に実行結果を開くかどう
か、実行セッションの画面キャプチャやムービーを取得するかどうか
などを指定します。
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テキスト認
識オプショ
ン

GUI テストを実行するときに、ランタイム・エンジンでアプリケー
ションのテキストをどのように処理するかを指定します。
［テキスト認識］＞［ABBYY OCR］言語オプションを設定するとき
は、次のリストの値を使用する必要があります。

利用可能な値
アブハズ語、アディゲ語、アフリカーンス語、アグル語、アルバニア
語、アルタイ語、東アルメニア語、古アルメニア語(グラバル)、西ア
ルメニア語、アヴァール語、アイマラ語、アゼルバイジャン語(キリ
ル)、アゼルバイジャン語(ラテン)、バシキール語、バスク語、ベラ
ルーシ語、ベンバ語、ブラックフット語、ブルトン語、ブゴツ語、ブ
ルガリア語、ブリヤート語、カタルーニャ語、チャモロ語、チェチェ
ン語、ChinesePRC(簡体字中国語の場合)、ChineseTaiwan(繁体字
中国語の場合)、チュクチャ語、チュヴァシ語、コルシカ語、クリミ
アタタール語、クロアチア語、クロウ語、チェコ語、デンマーク語、
ダルグワ語、数字、ドンガン語、オランダ語、オランダ語(ベル
ギー)、英語、エスキモー語(キリル)、エスキモー語(ラテン)、エスペ
ラント、エストニア語、エヴェン語、エヴェンキ語、フェロー語、
フィジー語、フィン語、フランス語、フリジア語、フリウリ語、ゲー
ル語(スコットランド)、ガガウズ語、ガリシア語、ガンダ語、ドイツ
語、ドイツ語(ルクセンブルグ)、ドイツ語(新正書法)、ギリシャ語、
グアラニ語、ハニ語、ハウサ語、ハワイ語、ヘブライ語、ハンガリー
語、アイスランド語、イド語、インドネシア語、イングシ語、イン
ターリングア、アイルランド語、イタリア語、日本語、カバルダ語、
カルムイク語、カラチャイ語、カラカルパク語、カシュビアン語、カ
ワ語、カザフ語、ハカス語、ハンティ語、キクユ語、キルギス語、コ
ンゴ語、韓国語、コリヤーク語、クペレ語、クムク語、クルド語、ラ
ク語、ラップ語、ラテン語、ラトヴィア語、レズギ語、リトアニア
語、ルバ語、マケドニア語、マダガスカル語、マレー語、マリンケ
語、マルタ語、マンシ語、マオリ語、マリ語、マヤ語、ミアオ語、ミ
ナンカバウ語、モーホーク語、モンゴル語、モルドビン語、ナワトル
語、ネネツ語、ニヴフ語、ノガイ語、ノルウェー語、ノルウェー語
(ブークモール)、ノルウェー語(ニーノシュク)、ニャンジャ語、オッ
ク語、オジブワ語、古英語、古フランス語、古ドイツ語、古イタリア
語、古スペイン語、オセト語、パピアメント語、ピジン・イングリッ
シュ、ポーランド語、ポルトガル語(ブラジル)、ポルトガル語、プロ
ヴァンス語、ケチュア語、レトロマン語、ルーマニア語、ルーマニア
語(モルドバ)、ロマ語、ルワンダ語、ルンディ語、ロシア語、ロシア
語(旧正書法)、サモア語、セリクプ語、セルビア語(キリル)、セルビ
ア語(ラテン)、ショナ語、スー語、スロバキア語、スロベニア語、ソ
マリ語、ソルブ語、ソト語、スペイン語、スンダ語、スワヒリ語、ス
ワージ語、スウェーデン語、タバサラン語、タガログ語、タヒチ語、
タジク語、タタール語、チンポー語、トンガ語、ツワナ語、チュニジ
ア語、トルコ語、トルクメン語、トゥヴァ語、ウドムルト語、ウィグ
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ル語(キリル)、ウィグル語(ラテン)、ウクライナ語、ウズベク語(キリ
ル)、ウズベク語(ラテン)、ビザヤ語、ウェールズ語、ウォロフ語、
コサ語、ヤクート語、ザポテック語、ズールー語

UFT One バージョン 2021 R1 以降: ［ABBYY OCR］言語オプ
ションは、UFT One のインストールに ABBYY OCR エンジン機能が
含まれている場合にのみ利用できます。

Web および
Windows
アプリケー
ション・オ
プション

WebアプリケーションまたはWindows アプリケーションを対象と
した具体的なシナリオで、ランタイム・エンジンがどのようにテスト
を実行するかを指定します。

その他の参照項目 :
l UFT ランタイム・エンジンの使用方法 (8ページ)
l 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)
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UFT ランタイム・エンジンの使用方法
UFT One ランタイム・エンジンとは、UFT One のよりスリムなインストールで、次の
シナリオのようにUFT One IDE 全体がない場合に、UFT One テストを実行できま
す。
l ALM(テスト計画、テスト・ラボ、またはビジネス・コンポーネントの各モジュー
ル)からテストおよびコンポーネントを実行する場合

l オートメーション・スクリプトからテストを実行する場合
l Jenkins プラグインからテストを実行する場合
l 外部のUFT One ツール(Test Batch Runner やサイレント・テスト・ランナーなど)
からテストを実行する場合

l テストを編集せずに、アプリケーションに対して(更新後に)ローカルにテストを実
行する場合

説明する内容
l 前提条件 -ランタイム・エンジンが正しくインストールされていることを確認する
方法 (8ページ)

l 前提条件 -ライセンスをインストールする方法 (9ページ)
l 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)
l ALMからテストを実行する方法 (12ページ)
l オートメーションを使用してテストを実行する方法 (13ページ)
l Jenkins プラグインからテストを実行する方法 (15ページ)
l Test Batch Runner を使用してテストを実行する方法 (15ページ)
l サイレント・テスト・ランナーを使用してテストを実行する方法 (16ページ)

前提条件 - ランタイム・エンジンが正しくインストールされていることを確認する
方法
ランタイム・エンジンを使用してテストを実行する前に、次のことを確認します。
l テスト用に正しいアドインをインストールおよびロードしていること。現在ロード
しているアドインが、［ランタイムエンジン設定］ダイアログ・ボックスで変更で
きること。

l インストール・ウィザードの［UFT One 設定］画面で、［他の Micro Focus 製品
でテストおよびコンポーネントを実行可能にする］オプションが選択されているこ
と。

これらのオプションのいずれかまたは両方を実行していない場合は、UFT One セット
アップを再度実行し、インストール・ウィザードの［変更］オプションを選択するこ
とで、このオプションを設定できます。
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前提条件 - ライセンスをインストールする方法
ランタイム・エンジンでテストを実行する前に、有効なUFT One ライセンスをインス
トールする必要があります。ランタイム・エンジン設定でリモート接続オプションを
変更する場合にも、ライセンスが必要です。
これを行うには、ライセンス・インストール・ウィザードまたはコマンド・ラインを
使用します。

ライセン
ス・ウィ
ザードか
らインス
トールす
る場合

1. ［スタート］メニューから、ライセンス・インストール・ウィザー
ドを開きます(［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［Micro
Focus］＞［Micro Focus UFT One］＞［Tools］＞
［Functional Testing License Wizard］)。

2. ウィザードの手順に従って、正しいライセンス・タイプをインス
トールします。

注:

l ライセンスを要求する場合、そのライセンス・タイプの
UFT One ランタイム・エンジンが必要になります。

l シート・ライセンスの場合、ライセンス・キー文字列また
はライセンス・キー・ファイルが必要になります。

l コンカレント・ライセンス・インストールの場合、ライセ
ンスをインストールするライセンス・サーバのアドレスが
必要になります。

3. ウィザードを終了します。
ランタイム・エンジンがテストを実行する場合、テストの実行前にライ
センスをチェックします。

コマン
ド・ライ
ンからイ
ンストー
ルする場
合

1. コマンド・ウィンドウを開きます。
2. コマンド・ウィンドウで、次のいずれかを入力します。

l シート・ライセンスの場合: "<UFT One インストール・フォル
ダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" seat "<ライセンス・
キー文字列>"/seat "<ライセンス・キー・ファイルへのパス>"

注: ライセンス・キー文字列、またはライセンス・キー・
ファイルへのパスのいずれかを入力する必要があります。

l コンカレント・ライセンスの場合: "<UFT One インストール・
フォルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" concurrent <
ライセンス ID> <ライセンス・バージョン> <サーバ名/アドレ
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ス> [<セカンダリ・サーバ名/アドレス>] [/force]

注:
o <サーバ名/アドレス>または <セカンダリ・サーバ名/
アドレス>は、サーバ名/アドレス:ポートの形式で指定
します。ポート番号の指定は任意です。

o <サーバ名/アドレス>または <セカンダリ・サーバ名/
アドレス>は、ライセンス・サーバの［設定］表示枠に
ある［メイン］タブに表示されるサーバ名またはアドレ
スと同じ形式で指定します。ライセンス・サーバのアド
レスの設定の詳細については、AutoPass License
Server のオンライン・ドキュメントを参照してくださ
い。

o [セカンダリ・サーバ名/アドレス]と /forceパラメー
タの指定はいずれも任意です。

o /forceパラメータを指定すると、現在のインストールが
失敗した場合でも、ライセンス・インストール情報が保
存されます。これに続くUFT One セッションで、UFT
One はリストアップされたライセンス・サーバに、該当
するライセンスがあるかどうかをチェックします。

3. ウィザードを終了します。
ランタイム・エンジンがテストを実行する場合、テストの実行前にライ
センスをチェックします。
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前提条件 - テスト実行オプションを設定する方法
テストを実行する前に、テストを実行するためのオプションを指定する必要がありま
す。［ランタイムエンジン設定］ダイアログ・ボックスを使用すると、これらの設定
を指定できます。このダイアログ・ボックスは、［スタート］メニューから利用でき
ます(［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［Micro Focus ］＞［Micro Focus
UFT One］＞［Tools］＞［Runtime Engine Settings］)。

これらの設定は、次の方法で更新できます。
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手動で
設定す
る方法

ダイアログ・ボックスで提供されるオプションを使用して、ドロップダウ
ン・リストから関連する値を選択し、［適用］をクリックして設定を保存
します。
注: 保存する前に、UFT One が実行中でないことを確認します。
これらの設定を更新したら、［設定をスクリプトにエクスポート］ボタン

をクリックして、それらの設定をオートメーション・スクリプト・
ファイル(.vbs拡張子で保存)にエクスポートできます。このスクリプト
は、後続のテスト実行のためにコンピュータに再インポートしたり、ラン
タイム・エンジンを介してテストを実行している他のユーザと共有したり
できます。

設定ス
クリプ
トから
設定を
イン
ポート
する方
法

これらの設定は、別のコンピュータ上のUFT One IDE、またはランタイ
ム・エンジンの別のインストールからエクスポートされた、生成済みの
オートメーション・スクリプトから更新することもできます。
次の手順を実行します。

1. ［スクリプトから設定をインポート］ボタン をクリックします。
2. インポート・スクリプト(拡張子は .vbs)が保存されているディレクト
リに移動し、［開く］をクリックします。

ダイアログ内の設定がそれに応じて更新され、スクリプト内のデータが反
映されます。

各オプションの説明については、ダイアログ・ボックス内の項目を選択し、ダイアロ
グの下部に表示される説明を参照してください。

注: ［ランタイムエンジン設定］ダイアログ内のリモート・デスクトップ接続用
のオプションを設定している場合、これらのオプションを変更する前に、コン
ピュータに管理者としてログインし、HP.UFT.ヘルパ・サービスを開始する必要
があります。

ALM からテストを実行する方法
ランタイム・エンジンを使用すると、次のようにテスト・ラボ・モジュールから直接
テストとコンポーネントを実行できます。
1. インストールの一環として、DCOM が ALMからテストを実行するように設定され
ていることを確認します。
ランタイム・エンジンのインストール時にこの設定が未実行であった場合は、
Additional Installation Requirements ツール(ランタイム・エンジンとともにイ
ンストールされます)で設定できます。このツールは、［スタート］メニュー(［ス
タート］＞［すべてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro Focus UFT
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One］＞［Tools］＞［Additional Installation Requirements］＞［ALM 統
合用の DCOM 設定］オプション)にあります。

2. 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)の説明に従って、テ
スト実行オプションを設定します。

3. リモート・エージェントを、［スタート］メニューから起動します(［スター
ト］＞［すべてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro Focus UFT
One］＞［Tools］＞［Remote Agent］)。

4. Windows トレイで、［リモート エージェント］アイコン を右クリックし、
［設定］を選択します。

5. ［リモートエージェントの設定］ダイアログ・ボックスで、必要に応じて次のオ
プションを設定します。
l テスト・ツールの再起動(次の実行回数後)
l 次のアイドル時間(分)後にテスト・ツールを終了

注: リモート・エージェントの他のオプションは、ランタイム・エンジンで
は使用できません。

6. ALMで、テスト計画モジュールから、必要に応じて個々のテストまたはテスト・
セットを実行します。テスト・セットのセットアップと ALMからの実行の詳細に
ついては、Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイドを参照してく
ださい。

7. テスト実行が完了したら、テスト実行オプションで指定された方法で結果が表示さ
れます。

オートメーションを使用してテストを実行する方法
「オートメーション」とは、あるアプリケーション内のソフトウェア・オブジェクト
を別のアプリケーションからアクセスできるようにするMicrosoft 社の技術です。こ
れらのオブジェクトは、VBScript や VC++などのスクリプティング言語またはプロ
グラミング言語を使用して作成して操作できます。オートメーションを利用すること
で、アプリケーションの機能をプログラムの中から制御できるようになります。
オートメーションを使用すると、スクリプトを作成して、UFT One を開き、オプショ
ンと設定を変更し、テストを実行できます。これにより、人手を介さず、指定した日
時にテストを自動的に実行できます。
たとえば、次の操作を行うオートメーション・スクリプトを、Microsoft Visual Basic
で作成および実行できます。
l テストまたはコンポーネントに必要なアドインのロード
l UFT One の開始
l テストまたはコンポーネントのオープン
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l ［オプション］ダイアログ・ボックス、［テストの設定］または［ビジネスコン
ポーネントの設定］ダイアログ・ボックス、および［記録と実行環境設定］ダイア
ログ・ボックス(すべてフルUFT One IDE 内)に相当する設定

l テストまたはコンポーネントの実行
オートメーションを使用してテストを実行する場合、次の手順を実行します。
1. 別のコンピュータがランタイム・エンジンを使用してコンピュータ経由でオート
メーション・スクリプトを実行している場合、DCOMがインストールの一環とし
てオートメーションでテストを実行するように設定されていることを確認します。
ランタイム・エンジンのインストール時にこの設定が未実行であった場合は、
Additional Installation Requirements ツール(ランタイム・エンジンとともにイ
ンストールされます)で設定できます。このツールは、［スタート］メニュー(［ス
タート］＞［すべてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro Focus UFT
One］＞［Tools］＞［Additional Installation Requirements］＞
［Configure DCOM Settings for Automation Scripts］オプション)にありま
す。

2. スクリプトがランタイム・エンジンを使用しているコンピュータからアクセスでき
ることを確認します。

3. 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)の説明に従って、テ
スト実行オプションを設定します。

4. 優先するオートメーション実行モデルを使用して、テスト・スクリプトを実行しま
す。オートメーションを介したテストの実行の詳細については、UFT One ヘルプ
センターを参照してください。

注: UFT One を表示可能に設定するオートメーション・スクリプト内のオプ
ションは、ランタイム・エンジンによるテストの実行時には、無視されま
す。オートメーション・スクリプトに、次のオートメーション・メソッドを
含む、これらのオプションが含まれていても、テストは問題なく実行されま
す。

l AutoGenerateWith
l DisableVORRecognition
l DisplayKeywordView
l TimetoActivateWinAfterPoint
l WithGenerationLevel

5. テスト実行が完了したら、テスト実行オプションで指定された方法で結果が表示さ
れます。
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Jenkins プラグインからテストを実行する方法
Jenkins CI プラグインは、ランタイム・エンジンと統合されており、UFT One テスト
をビルド・プロセスの一部として、ファイル・システムから直接自動的に実行できま
す。これらのテストを実行するには、次の手順を実行します。
1. テストまたはテスト・バッチが保存されていて、ファイル・システム上でアクセス
できることを確認します。

2. 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)の説明に従って、テ
スト実行オプションを設定します。

3. Jenkins プラグインで機能テストを実行するように設定します。詳細については、
「UFT One と Jenkins」を参照してください。

4. Jenkins プラグインで、プラグインの［テスト］ボックスにテストまたはテスト・
バッチの場所を指定します。

注: 複数のエントリを指定するには、フィールドの右側にある下矢印をク
リックし、各テスト・パスを別々の行に入力します。それらのパスがローカ
ル・ネットワークのすべてのマシンからアクセスできることを確認します。

アプリケーションのビルドを実行する場合、Jenkins プラグインはこのテストをプ
ラグイン設定に従って自動的に実行します。

5. テスト実行が完了したら、テスト実行オプションで指定された方法で結果が表示さ
れます。

Test Batch Runner を使用してテストを実行する方法
Test Batch Runner(ランタイム・エンジンとともにインストールされます)を使用する
と、単一のテストまたはテストのグループをテスト・バッチ(.mtb拡張子で保存)に組
み込んで実行することもできます。これらのテストを実行するには、次の手順を実行
します。
1. テストおよびテスト・バッチが保存されていて、ファイル・システム上でアクセス
できることを確認します。

2. 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)の説明に従って、テ
スト実行オプションを設定します。

3. Test Batch Runner を、［スタート］メニューから開きます(［スタート］＞［す
べてのプログラム］＞［Micro Focus］＞［Micro Focus UFT One］＞
［Tools］＞［Test Batch Runner］)。

4. Test Batch Runner のメイン・ウィンドウで、テストをテストのリストに追加
し、次のいずれかの方法で実行します。
l ［ファイル］＞［追加］を選択し、プリコンパイルしたテスト・バッチ・ファ
イル(.mtb)を選択します。
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l テスト・バッチ・ファイルを作成または開き(［ファイル］＞［新規/開く］)、
テストをテスト・バッチに追加します(［テスト］＞［フォルダからテストを追
加］)。

5. 実行する必要なすべてのテストを追加したら、ツールバーで［実行］ボタン を
クリックします。
ランタイム・エンジンがアプリケーション上で自動的に 1つまたは複数のテスト
を実行します。個々のテスト実行のステータスは、Test Batch Runner のメイ
ン・ウィンドウで確認できます。

6. テスト実行が完了したら、テスト実行オプションで指定された方法で結果が表示さ
れます。Test Batch ウィンドウには、実行結果の場所が表示されます。

サイレント・テスト・ランナーを使用してテストを実行する方法
ランタイム・エンジンでは、サイレント・テスト・ランナー(ランタイム・エンジンと
ともにインストールされます)を使用して、テストを実行できます。これにより、
LoadRunner Professional および Application Performance Management からの
UFT One テストの実行方法をシミュレートできます。また、UFT One テストに
LoadRunner Professional および Application Performance Management との互換
性があることを確かめることもできます。

注: サイレント・テスト・ランナーでテストを実行するには、インストール・
ウィザードの［カスタム セットアップ］画面でサンプル・コンポーネントをイ
ンストールする必要があります。

サイレント・テスト・ランナーでテストを実行するには、次の手順を実行します。
1. テストおよびテスト・バッチが保存されていて、ファイル・システム上でアクセス
できることを確認します。

2. 前提条件 -テスト実行オプションを設定する方法 (11ページ)の説明に従って、テ
スト実行オプションを設定します。

3. サイレント・テスト・ランナーを、［スタート］メニューから開きます(［スター
ト］＞［すべてのプログラム］＞［Micro Focus ］＞［Micro Focus UFT
One］＞［Tools］＞［Silent Test Runner］)。

4. ［サイレントテストランナー］ウィンドウで、［参照］ボタンをクリックして、
テストを選択します。

5. ［テストの実行］をクリックしてテスト実行を開始します。
テスト実行が完了すると、［サイレントテストランナー］ウィンドウにテスト実
行の終了を確認するメッセージが表示されます。

6. ［サイレントテストランナー］ウィンドウで、［テスト実行ログ］ウィンドウを
クリックします。テキスト・ファイルが表示され、現在の実行のすべてのテスト・
ステップのレポートが示されます。
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フィードバックの送信
ランタイム・エンジン・ガイドを使用してお気づきになった点をお知らせ
ください。
電子メールの宛先: docteam@microfocus.com
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